
海上空港のある花と史跡のまち 昭和59年6月15日 Nω04

市政だより

包@O

ー人口の動き
(前月比〉

人口計 68. 602 +449 

男 32.94ワ +248
女 35.655 +201 

世帯数 20.386 +166 
5月1日現在

おもら5ωcrs
-6月2日・つくし文庫がオーフン(杭出津2T目)一

つくし文庫というのは お母さんたちが家にある本を集めてつくったんだ

つくしのように 僕たちの仲間がどんどんふえるようにって つくし文庫という名前にしたんだって

毎週月曜日に みんなと仲良く読んだりして楽しいよ そして1週間貸ることもできるんだ

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所告側③4111 編集/広報公聴課 印刷所/鮒大 村 活版



(2) 

新町名 区 域 の 概 要

東側は鉄道線路、西側は海岸 (前舟

久原一丁目 津地先)南側は海岸 (東浦地先)

北側は玖島川

東側は木場一丁目との境界、西側は

鉄道線路(蔭平郷字宮崎の一部を含

久原二丁目 む)

南側は岩松郷との郷境を経て清和国

の境界、北側は日向平川

‘
b
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字を廃止町に変更

~llli1' I~圃Q久岡r------:~圃 が誕生
6月251日から

区第4次町名町界整理大村

ら'"川11川川11

• 
むおお市政だより(3) 

本
市
に
は
、
町
の
名
称
、か
公
称
の
字
名
と
通
称
の
町
名

が
あ
り
、
そ
の
範
囲
も
広
く
、
町
界
も
ほ
と
ん
ど
不
明
確

な
た
め
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
を
始
め
、
市
な
ど
が
行
政

事
務
を
進
め
る
う
え
で
大
変
不
便
な
の
が
実
態
で
す
。

そ
こ
で
町
名
を
一
本
化
し
、
同
時
に
町
の
区
域
を
実
情

に
合
わ
せ
る
た
め
、
大
村
地
区
の
町
名
町
界
整
理
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
、
大
村
地
区
第

4
次
分
と
し
て

6
月
目
白
か
ら

別
表
の
よ
う
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

整
理
区
域
の
明
細
に
つ
い
て
、
新
旧
対
照
表
を
大
村
地

区
の
町
務
連
笛
買
お
よ
び
関
係
地
区
の
各
班
へ
配
布
し
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
大
村
地
区
以
外
の
人
で
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
町

名
町
界
整
理
室
に
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
区
域
で
は
従
来
の
大
字
、
小

字
の
呼
び
方
が
な
く
な
り
、
今
後
は

宅
持
地

・
住
所

・
土
地
所
在
地
を
書

く
と
き
は
次
の
よ
う
に
統
一
さ
れ
ま

す
。

本
籍
地
・
住
所
な
ど
の
表
示

久
原
郷
4
1
3番
地
は

久
原

一
丁
目
4
1
3
番
地

土
地
・
建
物
の
表
示

久
原
郷
字
下
久
原
4
1
3番
は

久
原

一
丁
目
4
1
3
番

以
上
の
よ
う
に
土
地
建
物
な
ど
の

所
在
地
を
表
わ
す
と
き
は
「

O
O番」

本
籍
地

・
住
所

・
印
鑑
登
録

・
郵
便

な
ど
は
「

O
O番
地
L

と
し
ま
す
。

住
所
は
新
町
名
と
地
番
を
明
確
に

書
き
、
枝
番
が
つ
い
て
い
る
場
合
に

市
役
所
に
備
え
つ
け
て
あ
る
戸
籍

簿
・住
民
票
・印
鑑
登
録
・
選
挙
人
名

簿
な
ど
各
種
台
帳
の
本
籍
、
住
所
は

市
役
所
で
書
き
替
え
ま
す
。

法
務
局
(
登
記
所
)
の
土
地
建
物

の
所
在
表
示
は
法
務
局
で
書
き
替
え

ま
す
。
な
お
、
登
記
権
利
者
の
住
所

変
更
の
必
要
が
あ
る
と
き
(
所
有
権

の
異
動
な
ど
)
や
会
社
な
ど
法
人
の

事
務
所
お
よ
び
そ
の
代
表
者
の
住
所

に
変
更
を
生
じ
た
場
合
、
関
係
者
か

ら
法
務
局
に
届
け
出
の
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
法
務
局
に
お

は
落
さ
な
い
よ

う
に
正
し
く
書

い
て
く
だ
さ
い
。

色
々
な
面
で
法

律
上
の
権
利
関

係
に
問
題
が
生

じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ

間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
届
け
出
の
必

要
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
長
が
住
所

変
更
証
明
書
(
無
料
)
を
発
行
し
、

こ
れ
を
添
付
す
れ
ば
登
録
免
許
税
は

免
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
会
で
資
格
免
許

・

自
動
車
の
廃
車
な
ど
で
必
要
な
と
き

は
証
明
書
(
無
料
)
を
町
名
町
界
整

理
室
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

町
界
の
変
更
に
よ
り
、

地
番
に
数

字
で
な
い
符
号
を
用
い
た
り
地
番
が

複
雑
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
や

む
を
得
、
ず
従
来
の
地
番
を
変
更
し
て

あ
り
ま
す
の
で
関
係
者
の
人
は
新
旧

主
月
少
年
の

曲
一
旦
か
な
地
を
育
て
よ
ラ

子
供
た
ち
が
、
日
常
の

生
活
を
通
し
て

H

豊
か
な

心
H

を
は
ぐ
く
み
、
社
会

の
一
員
と
し
て
「
他
人
を

思
い
や
る
心
」
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
は
、
学
校

・

茎
陸

・
社
会
が
連
携
を
取

り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
的
役
割
を
果
す
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
、
ふ

だ
ん
か
ら
美
し
い
も
の
を

素
直
に
美
し
い
と
感
じ
、

弱
い
も
の
に
対
す
る
い
た
わ
り
の
気

持
ち
を
抱
か
せ
な
が
ら
、
他
人
を
思

い
や
る
心
を
芽
生
え
さ
せ
育
て
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

常
に
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
、

温
か
い
接
助
の
手
を
差
し
伸
べ

る
心
を
育
て
る
た
め
に

女
親
切
運
動
を
進
め
よ
う

・
お
年
寄
り
ゃ
体
の
不
自
由
な
人

が
困
っ
て
い
た
ら
、
手
を
差
し

伸
べ
よ
う

対
照
表
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

町
名
愛
更
お
知
ら
せ
用

-
だ
れ
に
対
し
て
も
温
か
く
接
す

る
「
ニ
コ
ニ
コ
運
動
」
を
進
め
よ
う

.
自
分
の
特
技
を
提
供
す
る
慰
問

人
形
団
、
敬
卒
去
五
、
奉
仕
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
な
ど
に
参
加
し
、
地

域
活
動
を
実
践
し
よ
う

女
感
動
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
優
れ
た
絵
画
、
音
楽
、
映
画
、

演
劇
な
ど
芸
術
鑑
賞
の
襲
五
を

つ
く
ろ
う

・
美
し
く
感
動
的
な
風
景
の
写
生

や
写
真
撮
影
を
し
た
り
、
日
記

弁
う
け
よ
う

・
キ
ャ
ン
プ
、
登
山
な
ど
の
野
外

生
活
を
通
し
て
、
自
然
の
厳
し

さ
と
恵
み
を
実
感
さ
せ
よ
う

すて用人
の 町 無 に 関
で 務 料 対 係
ご 連 は す 地
利 絡 が る 区

j ‘用委き町の
ヰ く員を名皆

だを、変さ
さ通 1更ん
いじ世のの
。配帯お知
布 20知人
し枚ら
まあせ友

J 市民相談コ十(問聴諜)小て無料で 行 つ 吋 吋 鰭 に ご 鰍 く だ さ い

月 ........c:;¥ 人 権 相談 ( 5日 10: 00 "-' 15: 00) の I'!、Q
~.ぺ 行 政 相談 (12日 9: 30 "-' 12: 00) 

定e'-ヘrf::)':¥-"I I ¥ '--"]ザリ妙。11 登記相 談 (13日 9: 30 "-' 12: 00) 例 ノ μ1~ r') J 
相 ) .~V吟必/ 法律相談 (18日 10:00 ，，-， 15:00) 
談 ~ ~ ~1響「 変通事故相談 (24日 10: 00 "-' 15: 00) 
日 ろイ'--l.缶吉永 厚生年金相談 (25日 10: 00 "-' 15: 00) 

~-‘ 四岨¥ 不動産相談 (27日 13: 00 "-' 16: 00) 



無
事
故
優
良
運
転
者
を

1
1

表
三一彰
し
ま
f

す

申
請
資
格

免
許
取
得
後
継
続
し
て

自
動
車
(
原
付

・
小
特
を
含
む
)

の
運
転
に
従
事
し
か
っ
、
交
通
安

全
協
会
員
(
会
費
を
納
入
し
た
人
)

で
、
無
事
故
、
無
違
反
(
反
則
行

為
後
3
年
を
経
過
し
て
い
る
人
は

申
請
の
資
格
あ
り
)
の
人

申
請
量
畠
提
出
期
限

7
月
比
日
出

(4) b むおお1川

表
彰
区
分

県
表
彰

免
許
取
得
後
7
月
末
現

在
で
、
初
年
・
お
年
以
上
で
同

年
以
上
の
市
表
彰
を
受
け
て
い

る
人
(
普
通
免
許
以
上
)

市
表
彰

免
許
取
得
後
7
月
末
現

在
で
叩
年
・
日
年

・
初
年

・
お

年
以
上
の
人
(
免
許
の
種
類
は

聞
い
ま
せ
ん
)

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

立
候
補
予
定
者

説

明

会

7
月
刊
日
で
任
期
満
了
す
る
農

業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
、

7
月

8
日
告
示
、

7
月
日
日
が
投
票
日

の
予
定
で
す
。

提
出
書
類

表
彰
上
申
書

・
運
転
記

録
証
明
書
(
自
動
車
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)

な
お
、

7
月
6
日
働
ま
で
に
、

表
彰
上
申
書
に
運
転
記
録
証
明
書

交
付
申
請
手
数
料
の
一
部
金
3
0

0
円
を
添
え
て
協
会
に
提
出
さ
れ

た
人
に
限
り
、
証
明
書
交
付
手
続

を
代
行
し
ま
す
。

提
出
・
間
合
わ
せ
先

交
運
安
全
協

会

(
宮
③
9
8
8
9
)

|県営パス創立50周年 |

一隅一毘

8
G
g
G
臼
旬
。

一
訪
一

県
営
パ
ス
で
は
、

5
0
0
円
の
し
お
り
式
の
2
種
類
が

一
危

一
創
立
日
周
年
と
国
立

あ
り
ま
す
。

一山山一

公
園
「
雲
仙
」
指
定
こ
の
記
念
乗
車
券
は
、

美
し
い
絵

一劃
一

日
周
年
の
記
念
零
皐
柄
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
記
念
品

一配
一

券
を
発
売
中
で
す
。

や
贈
答
品
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

一
公
一

記

念

乗

車

券

は

、

県

営

パ
ス
営
業
所

・
駅
前
タ
l
、、、

一
位
一

1
部
1
0
0
0
円
の

ナ

ル

ピ

ル

・
零
車
券
発
売
停
留
所
で

雇
土

リ
ー
フ
レ

ッ
ト
式
と
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

こ
の
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し

て
い
る
人
お
よ
び
関
係
者
に
対
し

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

6
月
初
日
例

午
後
1
時
初
分

場
所

市
役
所
第
6
会
議
室

※
立
候
補
届
出
用
紙
な
ど
は
会
場

で
渡
し
ま
す
。

認:ィ

保
険
税
は
資
格
が
で

き
た
日
か
ら
負
担
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

税
で
す
の
で
、
納
め

る
義
務
が
あ
る
わ
け
で

す
。納

め
ら
れ
た
保
険
税

は
国
の
補
助
と
合
わ
せ

て
、
皆
さ
ん
が
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医

療
費
を
は
じ
め
、
子
供

が
生
ま
れ
た
り

(助
産

費
)
、
家
族
が
亡
く
な
っ

た
り
(
葬
祭
費
)
し
た

と
き
な
ど
の
給
付
の
費
用
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。

@
⑧
⑧
⑧
⑧
⑮
⑩
 

納
付
はお

済
み
で
す
か

6
月
は
国
民
年
金
保
険
料

(
1
期

分
)
の
納
期
で
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
障
害
年
金

や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

よ
」ろ
ば
ぬ
先
の
杖
H

早
め
に
納
め

宇
品
?し
レ
4
F
P

「ノ
。

こ
の
よ
う
に
保
険
税
は
、
相
互

扶
助

(助
け
合
い
)
の
精
神
か
ら

も
、
国
保
を
運
営
す
る

た
め
の
重
要
な
財
源
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

保
険
税
は
各
家
庭
の

世
帯
主
あ
て
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

道しるベ ご協力くだ さい)(工事中ご迷惑をおかけしますが、

ま
た
、
強
制
加
入
の
人
で
、
ど
う

し
て
も
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
出
張
所
か
保

険
年
金
課
ま
で
印
鑑
を
持
っ
て
お
い

で
く
だ
さ
い
。

伸びる文化の※下水道
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お
予
防
磁
種
を
行
い
ま
す

3
歳
1
日
歳

該
当
す
る
人

接
種
方
法

(初
め
て
受
け
る
人
)
1
週
間
か
ら

2
週
間
の
間
隔
で
2
回
接
種
し

羽嘉ヰ、

1
回
接
種
し
ま
す
。

(追
加
免
疫
の
人
)
毎
年
、

1
回
行

む

税
金
あ
れ
こ
れ

お

。
相
続
と
税
金
(
相
続
税
)

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈

(遺
言

に
よ
っ
て
財
産
を
譲
る
こ
と
)
に
よ

っ
て
、
亡
く
な

っ
た
人
(被
相
続
人
)

の
財
産
を
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る
税

金
で
す
。

相
続
税
の
申
告
は
、
被
相
続
人
が

死
亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
6
か
月
以

内
に
、
被
相
続
人
の
住
所
地
の
税
務

お市政だより(5) 

い
ま
す
。

受
け
ら
れ
な
い
人

・
熱
が
あ
る
人
や
栄
養
障
害
の
あ
る

人
・
心
臓
血
管
系
疾
患
・
腎
臓

・
肝
臓

疾
患
の
人

-
l
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の
症
状

を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人

-
そ
の
ほ
か
予
防
接
種
を
行
う
こ
と

が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
人

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

お

願

い

必
ず
体
温
を
計

っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

※
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
は
各
学
校

で
行
い
ま
し
た
。

実 施 場所 1回目 2回目

市 役 所 7月3日 7月10日

萱 瀬出張所 伏) (火)

福祉セ ンター

諏訪公 民館 7月4日 7月11日

三 浦出張所 (7JC) (剃

鈴田出張所

竹松出張所 7月5日 7月12日

福 重出張所 (木) (木)

中地区公民館 7月6日 7月13日

松原出 張所 (創 (釘

日本脳炎予防接種目程署
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
贈
与
と
税
金
(
贈
位
議
)

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も

ら
っ
た
と
き
に
、
も
ら
っ
た
人
に
か

か
る
税
金
で
す
。

生
前
に
贈
与
が
行
わ
れ
る
と
そ
れ

だ
け
相
続
税
が
軽
く
な
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
生
前
に
贈
与
を
受
け
た
人
と

受
け
な
か
っ
た
人
と
の
聞
に
税
負
担

に
不
公
平
が
生
じ
る
た
め
、
生
前
の

贈
与
に
対
し
て
は
、
贈
与
税
が
か
か

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

贈
与
税
の
申
告
は
、
贈
与
を
受
け

た
翌
年
の
2
月
1
日
か
ら
3
月
日
日

ま
で
に
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

相
続
税
、
贈
与
税
に

つ
い
て
、
詳

し
い
こ
と
は
諌
早
税
務
署

(宮
諌
早

②
1
3
7
0
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

時間: 午後 2 時~3 時

1111川川川川

4月1日号の市政だよりでお知らせした通り、環境保全条例の改正に伴い、公共下水道計画区域外で建築される家

屋および既存家屋は、家庭樹jド水処JJJj~設を設置していただく よ うになっています。 また、処王覇笹設を設置する と補

助金が出るようにな っています。なわ、指定庖以外の方包工については、補助金の対象となりませんので、ご注意くだ

さし、

家庭雑排水処理工事指定庖

dzk z 社 名 所在地 電 言言 dZL Z 社 名 所在地 電 言吉

岡山建設(株) 松並 2丁目 3-2121 宮本建設 (株) 玖島郷 3-5131 

品瀬建設 (株) 西本町 3-3131 中郁住器 植松 3丁目 2-2720 

協和水道 (株) 西大村本町 3-5161 (株)富永工務庖 矢上郷 5-8273 

(有)竹松設備 今津町 5-1350 共立水道 (有) 西三城町 4-1088 

(有)日の丸設備 池田新町 3-8665 (有)森工務庖 荒瀬郷 5-7934 

誠和工業(株)大村支庖 協和町 3-1151 (有)星州建設 原口町 5-8572 

(有)一心電工 桜馬場 1丁目 2-4625 (株)平山組 東三城町 2-2148 

(有)大村設備工業 水主町 2丁目 3-1003 西日本設備 (株) 西三城町 3-3228 

九州、|電気工事制大村営業所 杭出津 2丁目 2-2196 (有)オオタ設備工業 西大村本町 2-3601 

(有)岩藤清掃 富の原 1丁目 5-8213 林田建設(有) 久原郷 2-4417 

(有)谷村建設 竹松本町 5-7764 (株)清水工務庄 今津町 4-4161 

間合わせ先 :生活環境課公害係
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1日
当番医

15日 当番医

{鴎
(婦・内) 大野産婦人科内科医院原口町宮⑤4450

{自i
(内)早田内科医院竹松本町宮⑤ 35 3 0 

(外・内・胃・放)牧山医院宮小路2丁目 宮⑤7831 (皮・泌)黒木泌尿器科医院西大村本町宮④0211

2日
16日

成人の健康相談 竹松出張所 13:30~ 15: 00 

(月)
安産教室 市役所 9:00~11:30 (⑧ 9:30まで) (月)

⑮母子健康手帳、ズボン
⑮血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定

一般健康相談 市役所 13:00~16:00
⑮みそ汁(汁のみ少々)

⑮血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定 17日
乳幼児健康相談

⑮みそ汁(汁のみ少々) (fi.l 
保健所 ⑧ 9:30~ 10:00 ⑮ 8 か月以上の乳児

3日
鈴田出張所⑧ 9:30~11:00 ⑪乳幼児

乳幼児健康相談 成人の健康相談 鈴田出張所 13:30 ~ 15: 00 
(火)

保健所 ⑧ 9 : 30~10:00 ⑮ 4か月までの乳児 ⑮⑮…16日(月)と同じ

福重出張所⑧13:30~ 15: 00 ⑪乳幼児
18日

妊婦教室(3)中地区公民館 13: 00 ~ 16 : 00 
4日

妊婦教室(1) 中地区公民館 13:00~16:00 
(水)

⑮入浴のさせ方、育児用品のそろえ方ほか
(水)

⑮はじめて母親となる心得、妊娠中の保健 20日 健康相談 福祉センター 13: OO~ 15: 00 

6日
健康相談 福祉センター

(封
⑪⑮… 6日(釦と同じ

13: OO~ 15: 00 
(劃

⑪40歳以上 (主婦、自営業者など)⑮血圧測定 22日 当番医

8日
{日)

(内・小)朝長医院杭出津 2丁目 宮④5000
当番医

(日}
(内・放・消)南野内科消化器科医院東三城町宮①3731

(整・理)貞松整形外科病院東本町宮④1161

(外・整)牟田整形外科医院古町2丁目 宮②4501 23日
乳幼児健康相談 三浦出張所

(月)
⑧ 9: 30~11 :00 ⑪乳幼児

9日
乳幼児健康相談 竹松出張所

(月)
9:30~11:00 ⑪ 0~6 か月の乳児

25日 妊婦教室(4)中地区公民館 13: OO~ 16: 00 
(水)

⑮乳幼児の環境と性格、家族計画13: OO~ 15: 00 ⑪ 7か月以上の乳幼児

10日
26日 3歳児健康診査 コミュニティセンター

乳児健康相談保健所 ⑧ 9:30~ 10:00
仇)

休)
⑧ 9 :30~ 10:00、13:OO~ 13: 30 

⑪ 5~7 か月の乳児 ⑮離乳食教室
⑮昭和56年 1 月生まれ (55年 7 月 ~ 12月生まれで

11日
妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00~16:00 

まだ受けていない人も受診してください)

例。
⑮妊娠中の栄養、お産について、妊婦体操ほか

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ

13日
27日 1歳6か月児健康診査 コミュニティセンター

1歳6か月児健康診査 G封
伝的

コミュニティセンター ⑧13:00~13:30 
⑧13:00~ 13:30 ⑮⑮…13 日幽と同じ

⑮昭和57年12月生まれ (57年 7 月 ~11月生まれで 29日 当番医

まだ受けていない人も受診してください) 但}
(内・小・放)長崎医院 寿古郷台⑤8615

⑮母子健康手帳、 問診票、お子さんの歯ブラシ (外.o工・胃・放)山道医院桜馬場2丁目 宮③2305

略号の説明 ⑮…対象となる人 ⑧…受付 ⑮持ってくるもの ⑮…内容

※市役所での各種相談・教室は、健康相談室(1階)で行います。 当番匿の診療時間 9:00~18:00 

※子育て電話相談室宮③4070(毎週火・金曜日 午前10時~午後 5時)
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重井田防災ダムが完成

49年12月から着工していた重井田 l

防災ダムが完成。高さ41m、幅170.6: 
mの堤防で締め切った中心コア型ァ;

ースダムで、流域の農地 190ヘクタ;

ールを水害から守ります。ーーーーーーー

おお市政だより

環
境
週
間
に
一
役
(
%

パ
ー
ル
ハ
イ
ム
周
辺
)
令

パ
ー
ル
ハ
イ
ム
に
入
所
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、一

パ
ー
ル
ハ
イ
ム
周
辺
の
道
路
を
清
掃
奉
仕
。

一

約

2
時
間
で
、
空
き
か
ん
な
ど

1
ト
ン
車

1
台
一

分
の
ゴ
ミ
を
集
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
一

ま
で
し
た
。1
1

1

1

1

1

1

3

1

I

l

l

i

-

-

(7) 

J 市立病院へ感謝状 (路 市立病院)

; 難民一時レセプションセンタ一受入れ難民の

;健康管理の貢献に対しアジア福祉教育財団よリ

ヤ感謝状が贈られました。

定期便就航25周年 (% 長崎空港)ーー

旧大村空港に定期便が就航してから25年目を迎え j
たのを記念して、市は東京から着いた全日空62便の!

肥後機長らに花束をプレゼン卜しました。
v 

お洗たく僕らの海を※石けんで



(8) 

信
組
の
ひ
る
ほ

むらお

;持いくま
]つ。なで
鑑 て りの

く ま 手 τ居合rふ，一 ~~ 
Z Z壊史耕を行います
の では

、病替 さ更指を手の康
旧 ご院え 7 い新定行帳皆手原

議議522ofi28i空襲
くかとに でたすり 、お爆
だれ、切 く日の替健持者
さな今り だにでえ康ち健

お

置函極通民主主IQヨ

1川川l川川111而'8昭百手和日59年6 月1日5日11川川川11川川川11川11

-
委
任
状

(
本
人
が
出
向
く
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
の
み
)

※
指
定
日
、に
更
新
で
き
な
い
人
は
、

最
寄
り
の
会
場
ま
た
は
、

7
月
比

日
凶
以
降
に
大
村
保
健
所
へ
・
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

月 日 士場 所 受付時間

7月3日(火)
9:30~11 :30 

4日(柑
大村保健所

5日(木)
13: OO~ 16: 00 

6日(遡

鈴田出張所 9:30~11 :30 
10日伏)

三浦出張所 13:00~15:00 

萱瀬出張所 9:30~11:30 

11日(村
竹松出張所 13:00~16:00 I 

12日(木) 竹松出張所
9:30~11:30 
13:00~16:00 

福重出張所 9 :30~11:30 

13日(封
松原出張所 13:00~15:00 

被爆者健康手帳更新日程

ご
利
用
く
だ
さ
い

⑧

⑭

⑨

 

歩
行
困
難
な
人
が
外
出
さ
れ
る
と

き
な
ど
の
た
め
に
、
車
い
す
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

貸
出
期
間

1
週
間
以
内

持
っ
て
く
る
も
の
印
鑑

申
込
・
間
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

老
人
保
健
・
福
祉
医
療
費

受
給
者
証
の

使

用

方

法

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る
と
き
、

必
ず
健
康
保
険
者
証
と
一
緒
に
、
受

給
資
格
者
証
券
』
窓
口
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
出
さ
な
い
と
医
療
の
給
付
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
医

療
費
を
返
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

。
加
入
保
険
の
変
更
ま
た
は
転
出
、

転
居
、
そ
の
ほ
か
申
請
(
更
新
)

の
時
と
玄
賠
状
況
に
変
化
、
異
動

が
あ

っ
た
時
は
、
福
祉
課
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

。
転
居
な
ど
に
よ
り
受
給
資
格
を
失

っ
た
時
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

受
給
資
格
者
証
を
返
し
て
く
だ
さ

I
V
 

領
仙
悩
き
《
W
A
話
番
⑬

ネ
パ

l
ル
ヘ
B
C
G
を
送
る

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

C
G
1
本
と
し
て
ネ
パ
l
ル
ヘ
送
制

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
角

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
か

明

け

て

い

ま

す

。

均

古
切
手
は
封
筒
か
ら
離
さ
な
い
明

で
切
り
取
り
、
大
村
高
校
事
務
室
均

(干
腕
久
原
郷
5
9
1
)
へ
届
け
。

る
か
、
お
近
く
の
大
高
生
へ
預
け
均

て
く
だ
さ
い
。

一

福祉センター)

ト宮司信号~信号信号§哩~品~岳~哩~司~信号電~母宅老~岳~司容司宮司宮司信号§岳~信号信号電~占~

t 0古 つ核 くは ま を りり運 C パ つ児究の れ日レ
も枚 切 てで の「 ク す集、組動 G I現 て の 会 歴 大 て 本 ツ J
S で手い 亡 人 まラ 。め古ん」 を ル 在 い た や 史村い でド R
号 、2 ま くが だ ブ て 切 で に送 へ 「ま め 慈を高まは・ C
t B 0す な結 多員 い 手 お 取 る B ネ す の 恵持校す青 ク と
も 。 。街荘ち J 。少ロは

! 日一一if誕 一-1 開討 ~~ I
2 ・・・~.... 幽』・・E市If~ ... ・.... 圃 金問祉は 十 頭 O

'g， -圃圃圃圃~~・4・‘・・ー な、問 30 字 文 ジ
t _哩・F司・・・E型町置咽-邑璽- ど 交題年 と 字 ユ
[ ~屋損乙温帯電崖.:r.z_._ を通の以 訳で二
割 嗣げr 可v、曹司... 直噂~通，，- 行遺研上 さ、ア

h¥ 

j
大
村
高
校
J
R
C
(
青
少
年
赤
十
字
)
j

午前 9時~午後 3時※心配ごと相談所(毎週月・水・金曜日

~ ~ ~ ~~~~Å~Å~~~~~~~~~ ~ ~~~~~~~~~à~。信号制。雪
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ソコ
ミ
2
-
-
-
7
イ

包
ン
タ
ー

2華40習郷土「おおむら」を知ろう

枇族主お傍 ?
む22 を聞きます雪

日 1 での き史的こにれ心郷歴し活 活
年 月み歴君まクでう生をを土史て 動 青 守
生 (な史もす〉ラ、とか日養をを、の少 T
i 期いを、。ブ会 いし 常い愛知郷 二年 6
中 聞か学大 を年うて生、すり土環地 4
学 中 。ん 村 開歴目い活そる、のと域 E

むおお市政だより(9) 

ノぃ

内
容
・

郷
土
の
歴
史
、
文
化
財
な
ど

に
つ
い
て
の
学
習

・
野
外
活
動
(
キ
ャ
ン
プ
な
ど
)

・
文
化
財
の
清
聾
実
化
活
動
な
ど

受
講
料

無
料

申
込
期
限

6
月
幻
日
働

※
期
間
前
で
も
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

学
校
名

・
学
年
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
、
は
が
き
か
電
話
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(
〒
蹴

幸
町
お

1
お
)
へ
。

結
成
式

6
月
初
日
出
、
午
後
2
時

初
八
万
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と

史

跡

散

歩

教

室

歩
い
て
玖
島
城
(
大
村
城
)
の
史

跡
を
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時

6
月
M
日
田

午
前
9
時
初
八
刀

1
日
時
初
分

対
象
・
定
員
成
人
、
犯
人

受
講
料
無
料

講
師

深
草
静
雄
先
生

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
。

ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
ナ
ー

第
刊
回
少
年
野
球
大
会

成

績

5
月
四
・
初
日
の
2
日
間
、
市
営

野
球
場
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
掌
生
の
部

(
ロ
チ
l
ム
参
ノ
加
)

①
松
並
2
丁
目
B

②
よ
久
原

③
松
山
ク
ラ
ブ
、
上
杭
出
津

虫
子
生
の
部

(
お
チ
ー
ム
参
加
)

φ
大
川
田
②
久
原
第
2
団
地

①
松
並
1
丁
目
、
上
小
路
玖
島

sZ I 

員 ÷1
事事ザ !1 

タ
集 ，.，

早

朝

軟

式

テ

ニ

ス

ク

ラ

ブ

練
習
日

毎
週
日
曜
、
祝
祭
日

時

間

午

前
7
時

1
9時

場

所

市

営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対

象

市

内
に
住
ん
で
い
る
人

参
加
費

年
間
2
0
0
0円
(
ボ
l

ル
代
ほ
か
)

申
込
方
法
練
習
日
に
直
接
、
テ

ニ

ス
コ

l
ト
へ
・
お
い
で
く
だ
さ
い
。

間
合
わ
せ
先
早
朝
軟
式
テ
ニ
ス

ク

ラ
ブ
(
宮
③
4
6
4
0
)

、

一

戸

つ
水H

の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。

一

7
月
1
日
か
ら
市
民
プ

一

l
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

一
プ
l
ル
で
は
注
意
事
項
を

一
よ
く
守
り
、
楽
し
い
夏
を

一
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

一
期
間

一

7
月
1
日
田
1
9月
刊
日
間

一
時
間
午
前
叩
時
1
午
後
6
時

一
休

み

毎

月
第
1
・
3
月
曜
日

一
※
休
み
を
亦
責
す
る
場
合
は
、 国軍理由

iてmF月'Bオープンぽのあ

明るい家庭 (毎月、第 3日曜日は家庭の日)※みんなでつくろう

市

民

映

画

会

日
時

6
月
幻
自
国

午
後

2
時

j
3時
叩
分

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

題
名
・
サ
ー
カ
ス
つ
子
大
ち
ゃ
ん
(
児
童
劇
〉

・
善
悪
の
け
じ
め
を
育
て
る
(
家
庭
教
育
)



(10) りむおお川 川

税
務
大
学
校

学

生

を

募

集

税
務
大
学
校
に
は
、
国
家
公
務
員

採
用
初
級
試
験
(
税
務
)
に
合
格
し
、

税
務
職
員
に
採
用
さ
れ
た
人
が
入
校

し
ま
す
。

1
年
間
の
研
修
を
受
け
、
税
務
大

学
校
を
卒
業
す
る
と
大
蔵
事
務
官
と

な
り
、
さ
ら
に
3
か
月
の
初
級
基
礎

研
修
を
受
け
、
国
税
の
仕
事
に
従
事

し
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
白
年
4
月
2
日

1

位
年
4
月
1
日
生
ま
れ

受

付

7

月
4
日
制
1
ロ
日
肘

一
次
試
験
叩
月
7
日
間

申
込
書
請
求
・
間
合
わ
せ
先

諌
早
税
務
署
(
干
制
諌
早
市
永
昌

東
町
お

i
MN、
告
諌
早
②
1
3
7

暑
中
見
舞
は
が
き
発
売
中
グ

お

求

め

は

、

お

近

く

の

郵

便

局

へ

(コーヒーの花)

o) 

申
込
書
提
出
先
人
事
院
九
州
事
務

局
(
干
即
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
2
丁
目
日
1
1
)

県
営
本
小
路
団
地

|

第

1
種

住

宅

|

入
居
者
を
追
加
募
集

所
在
地
玖
島
郷
字
本
小
路
m
m
l
6

構
造
中
層
耐
火
構
造
3
階
建

戸

数

日

戸

間
取
り

6
畳
3
間
(
和
・
和
・
洋
)

D
K
、
浴
室
、
ト
イ
レ
(
洋
式
水

洗
)

家
賃

3
万
2
0
0
0
円

受
付

6
月
日
日
幽
1
お
日
間

入
居
予
定
日
7
月
上
旬

申
込
・
間
合
わ
せ
先

建
築
課
住
宅
係

※
受
付
期
間
内
に
募
集
戸
数
に
達
し

な
い
場
合
は
随
時
サ
受
け
付
け
、
定

数
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
資
格
に
制
約
が
あ
り
ま
す
。

防
衛
庁
職
員
を
募
集

応
募
資
格
工
業
高
校
電
気
科
を
卒

業
ま
た
は
同
等
以
上
の
能
力
を
有

し
、
昭
和
却
年
叩
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
男
子

採
用
人
員

1
人
(
電
気
)

採
用
予
定
日
昭
和
日
年
叩
月
1
日

受
付

7
月
2
日
間
i
m
日
開

試
験

7
月
初
日
働

陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地

申
込
書
請
求
・
間
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地
業
務
隊

総
務
科

(
〒
飾
l
m富
の
原
1
丁
目
1
0

0
0
、
宮
②
3
1
4
1
)

文
部
省
認
定

編

物

妓

能

検

定

ど
な
た
で
も
、
何
級
か
ら
で
も
受

験
で
き
ま
す
。

期
日

9
月
日
日
田

場
所
諌
早
技
能
会
館
(
諌
早
市
)

検
定
料

1
級
1
8
0
0
0
円、

2

級
1
5
0
0
0
円、

3
級
1
3
0

0
0
円、

4
級
1
1
0
0
0
円

申
込
期
限

8
月
白
日
也

申
込
書
請
求
・
間
合
わ
せ
先

日
本
編
物
検
定
協
会
長
崎
支
部
役

員
、
新
田
美
恵
子
(
〒
蹴

1
m宮

小
路
2
丁
目
1
3
1
1
、
告
⑤
7

4
6
0
)
 

…
…
純
制

-Sり
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〈
香
典
返
し
V

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
船
木
タ
ツ
ヨ
(
大
川
田
町
・
亡

夫
丈
次
)
叩
万
円

マ
森
豊
政
(
小
路
口
町
・
亡
妻
ナ

ル
)
2
万
5
0
0
0
円

マ
森
武
一
郎
(
杭
出
津
2
丁
目
・

亡
父
秀
男
)
却
万
円

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ

マ
森
武
一
郎
(
杭
出
津
2
丁
目
・

亡
父
秀
男
)
叩
万
円

福
祉
基
金
ヘ

マ
須
山
清
見
(
古
町
1
丁
目
・
亡

父
峰
作
)
叩
万
円

マ
佐
藤
ジ
ュ
ン
(
鬼
橋
町
・
亡
夫

金
吾
)
5
万
円

マ
川
口
益
(
岩
松
郷
・
亡
三
男
泰
)

叩
万
円点

奇
合
事
苛
命
事
守
合
内

〈
一
般
寄
付
V

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
森
本
靖
博
(
富
の
原
1
丁
目
)

鈴
田
の
里
学
園
ヘ
ス
ポ
ー
ツ
ウ

ェ
ア
l
上
下
却
着

清
和
園
ヘ

マ
本
経
寺
1
か
し
わ
餅
卯
個

マ
大
村
歌
謡
愛
好
会
1
歌
謡
、
舞

踊
慰
問

マ
高
原
生
花
屈
l
盛
花
1
鉢
、
カ

l
ネ
シ
ョ
ン
初
本

マ
国
立
長
崎
中
央
病
院
付
属
看
護

学
校
奉
仕
団
l
ガ
ラ
ス
拭
き
奉

仕
マ
森
、
由
よ
島
、
岩
井
、
末
永
理
容

院
1
理
容
奉
仕

マ
松
原
地
区
老
人
会
l
舞
踊
、
マ

ル
ボ
l
ロ
制
個
ほ
か

き

※7月の大村ボート


	198406-2-p01
	198406-2-p02-03
	198406-2-p04-06
	198406-2-p07
	198406-2-p08
	198406-2-p09-10

